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理化学研究所 ソフトバンク

 東京大学がゲートウェイとして、企業、公的団体や大学等に量子コンピュータの
実機を共用可能な環境として提供

 日本国内の量子コンピューティングに関する科学・技術を集結させ、IBM商用量
子コンピューターを使用する量子エコシステムを構築

 産官学協力のもとに我が国全体のレベルアップと 実現の加速を図り、広く産業に
貢献
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 ソフトウェア・アプリケーション開発
 ハードウェア開発・基礎科学技術研究
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量子イノベーションイニシアティブ協議会の概要

会長 佐藤 康博
(みずほフィナンシャルグループ
特別顧問)

https://www.ibm.com/

2021/6/29 日本経済新聞

プロジェクトリーダ 相原 博昭
(東京大学 理事・副学長)

 QIIでは、Market-in(ユーザーありき)、Use case-oriented(社会実装) のコ
ンセプトの下で、産業界との連携を重要視した研究開発を実施

 量子コンピューターの社会実装を世界に先駆けて実現することを目的に、参画
企業と東京大学・慶應義塾大学の密な情報交換・共同研究のもと、多様な
応用に対する研究開発を実施（正会員15、準会員3、アカデミア会員1）

 協調領域における複数社の共同研究・共創を多数実現



・量子コンピューターによる計算は、理論と実験
が融合した新しい境地！
・未来のツールとしての大きな可能性を実感。
・専用機（ibm_kawasaki）のおかげで、さ
まざまな量子計算に取り組めるようになった！
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誤り補正無し

誤り補正有り

厳
密
解

IBM-Q Kawasaki
で得られたCO2の振
動準位エネルギー

商用利用可能な実機の国内への設置

DIC（株）と山内教授(東大)の共同研究
(CO2 分子の振動励起状態)

 世界初の商用量子コンピュータ(27ビット)を新川崎に設置。QIIメンバーの徹底
的な占有利用により、多数の研究成果を創出。

 今秋に127ビットの最新の大規模量子コンピュータに更新予定。
 東京大学にハードウェアテストセンターを設置。5ビットの量子コンピュータと関連設
備を設置。周辺デバイスに関する産学共同研究を推進。
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情報交換(ジャーナルクラブ・セミナー・メンバーページ)

第5回 ジャーナルクラブ資料 バージョンアップ・メンテナンス情報

 ジャーナルクラブやセミナーを定期的に開催(各々2~3ヶ月に1回程度)し、情
報交換/人材育成を実現

 ジャーナルクラブでは、QII内から発表された論文に関して、論文の著者自らが
内容を解説、意見交換を実施。セミナーは外部から講師を招いて最新情報を
共有。アカデミアからだけでなく、産業人材からも多数の講演。

 ホームページのメンバー専用ページでは、ジャーナルクラブやセミナーの資料のほ
か、量子コンピュータ実機の最新の状況等、様々な情報を共有。



6量子化学用の変分量子固有値ソルバー 量子機械学習

 量子コンピュータの利用支援のため、IBMのソフトウェアやハードウェアを開発す
る研究者を米国から招き、複数日にわたるハンズオンやセミナーを実施

 その他、量子コンピュータに係るIBMからの最新の話題(VQE、QML、Error
mitigation、ハードウェア等の教育シリーズ)を提供

利用支援・ハンズオン
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「量子機械学習に向けた取り組み」
寺師 弘二 (東京大学) 

QIIシンポジウム

 量子技術に関わる産学官の協力を更に促進することを目的として、QIIシンポ
ジウムを開催

 参画企業からの多数の研究発表のほか、今後の量子技術の発展や産業化
への貢献についてのパネルディスカッションを通じて、産官学の取り組みを通じた
「量子コンピューターの今」を発信
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会員区分

 正会員では、共同研究や実機利用が可能。準会員では、協賛、情報収集、
コンサル、実機利用なしの共同研究など内容に応じて多様なプランが可能。

 その他、スタートアップ会員の枠組みにより、スタートアップ企業の量子コン
ピュータへの参入を支援。
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結論

• 量子を使うフェーズに一気に突入。狭義の量子専門家で
はない人に対して、量子コンピューターを使ってみる環境を
提供し、応用開拓することが急務。

• 世界が大規模な先行投資を決断し、基礎研究競争も
激化。

• ユーザー視点･課題解決型の量子コンピュータ利活用拠
点として産学連携組織 「量子イノベーションイニシアティ
ブ協議会」 の活動が本格化。
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QII協議会規約(抜粋)
目的
本協議会は、量子コンピューターの社会実装を世界に先駆けて実現するため、当該技術
に関わる産学官の協力を促進し、相互の情報交換を密にすることをもって、我が国全体の
レベルアップと実現の加速化を図る。

１．QIIの活動内容
(1) 量子計算ソフトウェア・アプリケーションに関する情報交換
(2) 量子コンピューターに我が国のものづくり技術を適用し飛躍的性能向上を図るための量子
ハードウェアに関する情報交換、及び次世代量子コンピューターの開発に結び付く基礎科学
技術に関する情報交換

２．QIIの役割
量子コンピューティングを実現する科学技術を日本国内において独自のかたちで集結させ、量子
コンピューティングのためのエコシステムを構築することで戦略的に重要な研究開発活動を強化し、
日本における経済的機会を促進すると伴に量子コンピューティングのアルゴリズムおよびアプリケー
ションの研究開発を将来に至る社会課題の解決に向けて、相互に連携・協力することを目的とし
促進させ、且つ当該技術の研究成果を広く社会に普及させると共に、その成果を以って広く産業
に貢献する

参考資料
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QII協議会規約(抜粋)

３．協議会の組織
法人格を持たないゆるやかな連携体。学会や各大学の活動の連合会のようなイメージ。
(1) 総会：協議会の全会員による総会を年一回開催し、活動方針の決定・変更、年間の活動
内容の報告を行う。

(2) 幹事会正会員からなる幹事会を組織し、総会での議決・報告事項や次年度活動企画等を
行う。

４．会員
(1) 本協議会の会員は、正会員、準会員、アカデミア会員、スタートアップ会員の４種から構
成される。

(2) 正会員は、日本に設置されるIBM-Quantum System Oneにアクセスできるものとする。
(3) アカデミア会員は、幹事会の審議を経てプロジェクトリーダーが承認した 学術機関に限定し、

IBM-Quantum System One にアクセスできるものとする。 ただし、アクセスが制限される場
合がある。

(4) スター ト アップ会員は、幹事会の審議を経て総会 において承認したスター ト アップ企業に
限定し、IBM-Quantum System Oneにアクセスできるものとする。ただし、アクセスが制限さ
れる場合がある。

(5) この他、 会員の 正会員 、 準会員 、アカデミア会員、スター ト アップ会員 の区分について
は、東京大学において別に規定を定めるものとする。

参考資料
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